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ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
防
止
や
水
循
環
肖

生
ら
取
り
組
み
と
し
て
横
浜
市
が
進
め
る
雨
水
の
有
効

活
用
事
業
。
貯
留
タ
ン
ク
や
道
路
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す

設
置
が
進
む
一
方
で
、
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
が

進
ん
で
い
な
い
。
助
成
制
度
を
知
ら
な
い
市
民
は
約
９
割

に
の
ぼ
り
、
昨
年
度
の
設
阿
は
９
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
「
雨
水
浸
透
ま
す
」
は
、
雨

水
を
地
ド
ヘ
と
浸
透
さ
せ
る
排

水
設
備
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
が

進
む
都
市
部
で
、
雨
水
が
大
量

に
ド
水
に
流
れ
る
心
を
防
ぐ
ほ

か
、
地
盤
沈
下
の
抑
制
、
河
川

・
井
戸
水
な
ど
の
水
循
環
の
保

全
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
心

防
止
な
ど
に
役
立
つ
と
さ
れ
て

い
る
。
市
は
地
下
水
の
涵
養
や

水
辺
心
緑
の
保
全
策
と
し
て
、

道
路
や
往
生
へ
９
設
置
を
進
め

て
い
る
が
、
助
成
制
度
も
あ
る

住
宅
へ
心
設
置
が
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

昨
年
実
績
９
件
の
み

　
市
環
境
創
造
局
に
よ
る
と
、

昨
年
度
、
助
成
心
対
象
と
な
っ

た
住
宅
へ
の
雨
水
ま
す
設
置
は

９
個
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
ロ
。

年
間
の
目
標
で
あ
る
習
を
大

き
く
下
回
っ
た
。
雨
水
貯
留
タ

目||||||間||||||||||||IUIIIIIIIIIIIIlillllllllllllll

ン
ク
は
目
標
３
０
０
個
に
対
し

２
８
０
個
、
道
路
の
雨
水
浸
透

ま
す
の
設
置
は
目
標
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

個
に
対
し
約
８
０
０
個
と
他
心

取
組
み
に
比
べ
て
も
設
置
が
進

ん
で
い
な
い
。

　
「
助
成
知
ら
な
い
」
９
割

　
設
置
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て

は
、
市
民
の
雨
水
浸
透
ま
す
助

成
に
関
す
る
認
識
不
足
が
あ
げ

ら
れ
る
。
市
が
先
月
末
に
公
表

し
た
環
境
に
対
す
る
市
民
意
識

調
査
の
結
果
で
は
、
助
成
制
度

に
っ
い
て
知
ら
な
い
と
答
え
た

人
が
約
９
割
に
心
ぼ
っ
た
。

　
市
で
は
現
在
、
区
民
ま
つ
り

や
環
境
行
動
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
し
て
設
置
を

促
し
て
い
る
が
、
周
知
は
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
ま
た
市
は
普
及
が
進
ま
な
い

理
由
に
っ
い
て
、
「
現
在
の
建
築

環
境
の
狭
小
化
」
な
ど
を
あ
げ

る
。
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
に
は
、

建
物
と
心
距
離
や
設
匿
場
所
な

ど
に
条
件
が
あ
る
。
建
物
と
の

距
離
が
充
分
に
と
れ
ず
、
‘
’
Ｊ
算

に
も
限
り
の
あ
る
現
代
の
建
築

事
情
が
設
匿
に
歯
函
め
を
か
け

て
い
る
現
状
が
あ
る
と
い
う
。

　
助
成
の
申
請
に
は
、
細
か
な

設
置
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
ト
で
、

申
請
書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
建
築
知
識
に
乏
し
い
市
民

が
自
ら
申
請
す
る
に
は
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、
「
工
事
業
者
に
相
談

し
な
が
ら
進
め
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
」
だ
と
い
う
。
こ
れ
を

受
け
、
市
で
は
市
民
に
対
す
る

普
及
啓
発
に
加
え
、
建
築
業
者

へ
の
呼
び
か
け
も
行
っ
て
い
る

と
い
う
。
市
は
「
住
宅
用
雨
水

一

浸
透
孚
ａ
ヽ
水
循
環
果
然

観
点
か
ら
も
他
心
対
策
と
並
託

し
石
っ
ｔ
い
く
窓
望
ま
し

い
。
設
置
し
て
す
ぐ
に
効
果
が

実
感
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
中
々
理
解
が
広
ま
ら
な
い

現
状
が
あ
る
が
、
じ
っ
く
り
訴

え
て
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

－
‐

ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
学
ぶ

付
言

管
入
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
も
た
ち
が
参
加
。
講
師
は
㈱
ヤ

杉
劇
ま
つ
り
で
解
体
シ
ョ
ー

　
ピ
ア
ノ
の
構
造
を
学
ぼ
う

ー
。
杉
田
劇
場
で
８
月
２
１
目
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ピ
ア
ノ
の

警

解
体
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
回
旋
・
設

の
．
Ｑ
奈
り
イ
ベ
ン
ト
心
中
で
実

祀巧ｙで

SiiS

四
を
組
み
立
て
な
が
ら
ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

磯
子
公
会
堂
で
９
月
５
日

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

は
９
月
５
日
出
、
磯
子
公
会
堂

３
階
会
議
室
１
（
Ｊ
Ｒ
磯
子
駅

徒
歩
５
分
）
で
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
無
料
相
談
会
を
行
う
。

　
「
相
続
手
続
き
を
し
な
い
ま

ま
だ
と
ど
う
な
る
９
「
夫
の
財

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

参加者募集

産
は
確
実
に
妻
に
相
続
さ
れ
る

の
」
と
い
っ
た
相
続
の
疑
問
や

遺
一
。
己
書
の
書
き
方
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
行
う
高
田

所
長
と
、
協
力
事
務
所
心
書
士

ら
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
翌
～
５

時
ま
で
（
４
時
半
受
付
終
了
）
。

希
望
者
は
電
話
や
約
を
。

■
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

磯
子
区
岡
村
１
雰
の
３

四
〇
４
５
・
７
５
８
・
２
０
８
０

初
心
者
向
け
弓
道
教
室

９
月
1
9
日
か
ら
全
1
0
回

　
本
郷
ふ
じ
や
ま
公
園
弓
道
場

で
は
、
初
心
者
弓
道
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
日
時
は
９
月
１
９
日
か
ら
１
１
月

２１
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
か
ら
正
午
。
対
象
は
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
心
１
８
歳
以

上
の
人
、
定
員
は
抽
選
で
哭
。

全
１
０
回
コ
ー
ス
、
参
加
費
５
０

０
０
円
で
、
用
具
は
無
料
で
貸

し
出
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
町
を
記
入
し
て
、

〒
２
４
７
１
０
０
１
５
栄
区
中

野
町
柴
郷
ふ
じ
や
ま
公
園
弓

道
場
教
室
担
当
ま
で
応
募
。
締

め
切
り
は
９
月
１
０
日
㈲
必
着
。

　
詳
細
は
同
所
四
〇
４
５
・
８

９
３
・
１
３
９
９
．

マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
テ
イ
リ

ン
グ
横
浜
の
磯
貝
が
務
め
た
。

ピ
ア
ノ
解
体
の
際
に
は
、
子
ど

も
た
ち
は
興
味
津
々
に
中
を
覗

き
込
み
、
楽
器
の
作
り
を
学
ん

で
い
た
。
後
半
に
は
部
品
を
組

み
立
て
て
鍵
盤
を
作
成
し
、
ピ

ア
ノ
の
音
の
出
る
仕
組
み
を
勉

強
。
小
さ
な
部
品
を
ネ
ジ
で
留

め
る
作
業
に
政
戦
し
な
が
ら
、

構
造
を
学
ん
で
い
た
。

虎
造
節
を
楽
し
も
う

　
　
　
　
　
　
　
に
ぎ
わ
い
座
で
公
演

「
旅
ゆ
け
ば
駿
河
の
国
に
茶
一
義
心
」
（
広
沢
虎
春
）
、
「
追
分

の
香
り
」
な
ど
の
名
文
句
で
．

巨
を
風
廓
し
た
浪
曲
師
、
二
代

目
広
沢
虎
造
．
そ
心
虎
造
節
を

受
け
継
ぐ
第
．
人
者
た
ち
の
公

演
「
第
２
回
浪
曲
は
お
も
し
ろ

い
゛
ｍ
横
浜
」
が
９
几
冒
回
、

中
区
心
横
浜
に
ぎ
わ
い
座
で
行

わ
れ
る
．

　
第
１
部
は
浪
曲
「
勝
．
瓦
郎
の

j，
】
世
を
風
廉
し
た
浪
曲
師
、
広
沢
虎
造

Ξ

２

二
五
郎
」
（
山
田
二
郎
・
二
代
目

虎
造
の
次
男
）
に
っ
づ
き
、
山

田
二
郎
さ
ん
と
東
家
浦
太
郎
さ

ん
に
よ
る
対
談
「
虎
造
節
っ
て

な
に
？
」
。
第
二
部
は
「
夕
立
勘

五
郎
」
（
東
家
浦
太
郎
）
、
「
石

松
三
上
石
船
」
（
山
田
一
郎
）
が

披
露
さ
れ
る
。

　
時
間
は
午
後
２
時
か
ら
４
時

０
７
へ

ｍ
月
別
で
区
民
優
待
を
実
施

上郷

９
月
は
金
沢
・
磯
子
・
港
南

　
栄
区
の
「
上
郷
・
森
心
家
」

で
は
、
横
浜
市
内
在
住
の
人
を

対
象
に
し
た
「
区
民
優
待
月
間
」

を
開
催
。
市
内
１
８
区
そ
れ
ぞ
れ

の
区
民
が
、
月
別
で
宿
泊
料
金

の
割
引
を
受
け
ら
れ
る
。

　
９
月
は
金
沢
区
、
磯
子
区
、

港
南
区
が
対
象
。
１
泊
２
食
付

き
で
、
料
金
は
１
部
屋
人
人
３
、

４
名
心
利
用
で
Ｉ
人
５
５
０
０

円
、
５
名
以
上
で
１
人
５
０
０

０
円
。
期
間
は
９
月
Ｉ
日
脚
か

ら
四
則
ま
で
（
土
曜
日
は
１

０
０
０
円
加
算
）
。

　
優
待
を
受
け
る
に
は
宿
泊
日

に
、
運
転
免
許
証
や
現
住
所
が

記
載
さ
れ
た
郵
便
物
等
の
住
所

が
証
明
で
き
る
も
心
を
持
参
す

る
こ
と
が
必
要
。
食
事
の
内
容

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
さ
ら
に
同
所
で
は
９
月
か
ら

１
２
月
ま
で
心
毎
週
金
曜
日
に
、

女
性
が
嬉
し
い
６
大
特
典
が
付

い
た
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ン
も
開

催
す
る
。
「
創
作
料
理
『
寵
友
禅
』

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
ス

タ
ッ
フ
。
こ
の
機
会
に
家
族
や

友
人
た
ち
と
、
自
然
あ
ふ
れ
る

森
の
家
を
利
用
し
て
み
て
は
。

プ
ラ
ン
心
予
約
は
電
話
で
。
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４

　
　
岬
渉
匈
μ
－

あ
な
た
の
お
名
削
、
住
所
、
電
話
番
弓
、
ペ
ッ
ト
の
名
前
、
種
類
、
年

齢
、
１
５
文
字
程
度
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
写

㎜
㎜ ･ ■ j U ■

真
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
）
。
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
画
素
数
は
な
る
Ｉ

べ
く
４
０
０
万
画
素
以
上
を
目
安
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
　
一

ヾ
『
一
％
　
－

ク
ウ
ノ
平

桶
浜
巾
中
区
長
者
町
２
の
５
の
１
４
セ
ン
ト
う
ル
ビ
ル
２
随
一

ス
濤
子
区
掴
粛
呈
「
ペ
ッ
ト
」
係

-

Ｉ
、
U
U
1
1
‐
｡
“
1
‐
S
j
.
“
ｔ
ｏ
ｙ
ｎ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
・
ｃ
ｏ
・
・
Ｊ
ｐ
ｌ

お
寄
せ
頂
い
た
哨
報
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

消
防
署
の
訓
練
を
体
験

市
内
小
学
生
1
9
人
が
参
加

　
磯
子
消
防
署
で
８
月
１
８
目
、

市
内
の
小
学
校
高
学
年
の
児
童

を
対
象
と
し
た
「
い
そ
ご
消
防

わ
く
わ
く
体
験
塾
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

「
子
ど
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０

１
５
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
９
つ

で
、
市
内
の
小
中
学
生
が
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
様
々
な
職
業

を
体
験
す
る
企
画
。
同
署
で
は

今
回
で
７
年
目
の
取
り
組
み
と

な
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
市
内
心
小

な副
－｀

-２

ぐ;｀

救
助
隊
員
の
説
明
を
聞
く
参
加
者
た
ち

学
生
１
９
人
が
参
加
。
県
心
防
災

指
定
校
に
選
ば
れ
て
い
る
水
取

沢
高
校
心
生
徒
四
一
人
も
、
消
防

隊
員
９
訓
練
な
ど
を
見
学
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
の
体
験
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
ら
は
消
防
車
か
ら
ホ

ー
ス
を
ひ
い
て
行
う
放
水
訓
練

や
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
救
助
訓

練
な
ど
に
挑
戦
。
防
災
指
導
車

に
乗
っ
て
地
震
の
強
い
揺
れ
な

ど
も
体
験
し
、
災
害
へ
の
理
解

も
深
め
て
い
た
。

　
腕
心
力
を
頼
り
に
ロ
ー
プ
を

渡
る
「
ロ
ー
プ
渡
過
訓
練
」
で
は
、

署
内
の
体
育
館
に
張
ら
れ
た
約

５
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
必
死

に
渡
り
切
っ
て
い
た
。
子
ど
も

た
ち
は
「
き
つ
い
訓
練
だ
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
終
ｆ
後
に
は
、
す
べ
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ク
リ
ア
し
た
証
と

し
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に

防
火
衣
姿
心
自
分
の
写
真
が
載

っ
た
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た
。

記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
�
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

時
田
さ
ん
（
岡
村
在
住
）
が
優
勝

　
長
野
県
で
先
月
開
催
さ
れ
た

「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
８
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
」
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沸
成
一
１
１
ヤ
ー
・
ｉ
六
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い
几
金
原
昇

　
、
ｙ
．
；
菅
谷
昭

－

1
1
1
囮
じ
・
一

ぞ

賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
時
田
さ
ん

ｆ-1、

　
　
小
４
女
子
の
部

で
、
岡
村
在
住
の
時
田
里
緒
さ

ん
（
４
年
）
が
小
学
４
年
生
女

子
の
肺
で
優
勝
し
た
。
昨
年
も

３
年
生
の
肺
で
優
勝
し
て
お

り
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

　
小
４
心
肺
に
は
、
各
県
の
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
良
沢
が
出

場
。
時
田
さ
ん
は
シ
ー
ド
と
な

り
、
３
試
合
を
勝
ち
抜
い
た
。

　
時
田
さ
ん
は
「
こ
心
大
会
を

目
標
と
し
て
い
た
の
で
、
去
年

に
続
き
優
勝
で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
」
と
話
し
た
。

週
５
日
稽
古
に
励
む

１
を
始
め
た
。
現
在
は
、
中
区

に
あ
る
道
場
「
眩
武
館
本
部
」

に
通
う
。
週
５
日
、
一
日
４
時

間
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
得
意

技
は
「
パ
ン
ダ
ル
チ
ャ
ギ
」
と

呼
ば
れ
る
半
月
蹴
り
。
今
大
会

で
も
繰
り
出
し
た
技
だ
。
練
習

で
は
、
後
ろ
押
し
蹴
り
の
大
技

「
テ
ィ
ッ
チ
ャ
ギ
」
習
得
を
目

指
し
て
い
る
。

　
副
市
長
に
結
果
報
告

　
１９
日
に
は
、
時
田
さ
ん
が
市

庁
舎
を
訪
れ
、
柏
崎
誠
副
市
長

に
優
勝
を
報
告
。
時
田
さ
ん
は

「
来
年
は
も
っ
と
い
い
試
合
内
容

で
３
連
覇
を
目
指
し
た
い
」
と

抱
負
を
蹟
っ
た
。

　
今
後
は
、
年
代
別
の
日
本
代

表
を
め
ざ
し
、
将
来
は
オ
リ
ン

　
時
田
さ
ん
は
、
４
歳
上
の
竺
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
が
目

の
影
響
で
４
歳
か
ら
テ
コ
ン
ド
ー
標
だ
と
い
う
。

■
磯
子
区
版
／
ｋ
3
6
9
２
０
１
５
年
（
平
成
2
7
年
）
８
月
2
7
日
南
号
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新
杉
田
駅
に
直
結
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ビ
ー
ン
ズ
新
杉
田
」
が
、
９
月

１
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
。
駅
の
耐
震
補
強
ｒ
事
に
伴
い
２
ｏ
１
４
年
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
き
た
同
施
設
。
生
鮮
専
門
店
が
集
ま
る
一
階
食
料
品
フ
ロ
ア
を

一
新
し
、
駅
利
用
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の
生
活
に
宵
り
添
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
。

　
ビ
ー
ン
ズ
新
杉
田
は
㈱
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
都
市
開
発

（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
）
が

運
営
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
。
Ｊ
Ｒ
根
岸
線
と
シ
ー
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
新
杉
田
駅
に
直

結
し
て
お
り
、
店
舗
数
は
２
４
店

舗
で
、
駅
利
用
者
や
地
域
住
民

な
ど
が
買
い
物
に
訪
れ
て
い
る
。

一
１
年
の
１
０
月
末
ま
で
は
「
ア
ル

グ
ラ

カ
ー
ド
新
杉
田
」
と
し
て
、
生

鮮
品
や
食
料
品
な
ど
を
扱
う
店

舗
や
飲
食
店
な
ど
が
営
業
。
四
】

年
度
は
一
日
平
均
１
万
２
０
０

０
人
が
利
用
し
て
い
た
。
昨
年

秋
か
ら
は
杉
田
心
商
店
街
と
協

力
し
て
「
杉
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
プ
四
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
施
設

で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
心
歌
声

ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
の
施
設
の
イ
メ
ー
ジ

||||llllllllnlllllllmllllllllllllUIIIIIII

を
流
す
な
ど
、
地
域
の
活
性
化

に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
店
舗
心
ブ
ラ
ン
ド
を
、
ア
ル

カ
ー
ド
か
ら
地
域
密
着
や
で
上

質
な
生
活
の
提
案
を
Ｊ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
「
ビ
ー
ン
ズ
」
に
移

行
し
て
き
た
同
社
で
は
、
新
杉

田
駅
心
耐
震
補
強
工
事
に
合
わ

せ
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
。
フ
ロ
ア
の
改
装
や
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
二

階
の
飲
食
店
な
ど
か
ら
順
次
営

業
を
開
始
し
て
い
た
。

生
鮮
専
門
店
街
を
一
新

　
今
回
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

で
は
、
施
設
一
階
心
生
鮮
専
門

店
フ
ロ
ア
が
一
郎
店
舗
を
除
い

て
一
斉
に
開
店
す
る
。
店
舗
は

青
果
や
鮮
魚
、
精
肉
、
食
料
品

な
ど
心
生
鮮
専
門
店
が
並
ぶ

「
ビ
ー
ン
ズ
生
鮮
市
場
」
や
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
城
石

井
で
構
成
さ
れ
る
。
同
施
設
の

脇
隆
志
所
長
は
「
よ
り
上
質
な

品
物
を
扱
う
生
鮮
専
門
店
な

ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
商
品
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ

ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
お

客
様
に
も
、
新
た
な
お
客
様
に

も
納
得
し
て
も
ら
え
る
品
揃
え

に
な
っ
て
い
る
」
と
紹
介
す
る
。

　
館
内
環
境
の
整
備
も
進
め
て

い
る
。
工
事
に
伴
い
、
施
設
全

体
が
綺
腰
に
な
っ
た
ほ
か
、
９

月
末
ま
で
に
は
ト
イ
レ
も
新
装

さ
れ
、
ア
ル
カ
ー
ド
時
代
に
は

な
か
っ
た
多
目
的
ト
イ
レ
も
設

置
さ
れ
る
。
館
内
の
案
内
サ
イ

ン
も
増
や
し
、
利
用
し
や
す
い

施
設
へ
と
整
備
さ
れ
て
い
く
。

　
脇
所
長
は
「
開
業
し
て
葦

経
っ
た
施
設
が
、
工
事
を
経
て

綺
麗
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
回
Ｉ
ン
ズ
』
と
し
て
、

地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

－

‐

！

緑
力
Ｉ
｝

ア
ン
の
写
真
募
集

９
月
１
７
日
か
ら
パ
ネ
ル
展

　
磯
子
区
役
所
は
、
９
月
１
７
目

か
ら
習
ま
で
区
役
所
Ｉ
階
で

開
か
れ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

パ
ネ
ル
展
に
展
示
す
る
写
真
を

募
集
し
て
い
る
。
区
在
住
者
心

ほ
か
、
学
校
や
事
業
所
、
自
治

一
一
一
一
一
一

外壁塗装

会
な
ど
か
ら
心
応
募
も
可
。

　
写
真
２
枚
と
申
込
書
を
磯
子

区
役
所
６
Ｆ
企
画
調
整
係
（
〒

２
３
５
－
Ｏ
０
１
６
磯
子
区
磯

子
３
の
５
心
Ｉ
）
に
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
７
・
ｒ
ｒ
ｒ
＠

箭
呼
３
彷
Ｔ
霜
括
も
ｈ
ご

小
冊
子
「
外
壁
塗
装
の
ヒ
ミ
ツ
」
無
料
進
呈
中

　
「
自
社
専
属
職
人
に
よ
る
施

工
」
や
「
安
心
の
価
格
」
「
最
長

葦
の
保
証
」
と
い
っ
た
利
用

者
本
位
の
営
業
方
針
と
、
磯
子

区
担
当
ス
タ
ッ
フ
・
高
橋
さ
ん

野球部

＝
写
真
の
親
身
な
対
応
が
好
評

を
博
し
て
い
る
「
リ
フ
ォ
ー
ム

キ
ン
グ
」
は
、
本
紙
読
者
に
小

冊
子
「
外
県
塗
装
の
ヒ
ミ
ツ
」

を
無
料
で
進
７
す
る
。

外
県
の
準
替
え
ヽ

を
検
討
す
る

梱見巷り1咄ﾌﾎｲﾝﾄ

価格の塞忖けと

騨維ｌ糟もり
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'F鵬けか?

・撞槌回微

工程ごとの植査の有無
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歴
史
つ
く
る
全
国
初
勝
利

－
－
Ｉ

中浜
　
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
「
第
習
全
日
本
少
年
軟
式

野
球
大
会
」
で
、
浜
中
学
校
野

球
部
は
１
０
日
に
行
わ
れ
た
高
田

東
中
学
校
（
東
北
地
区
代
表
）

と
心
初
戦
に
５
対
３
で
勝
利
し
、

全
国
大
会
で
初
の
１
勝
を
あ
げ

た
。
１
２
日
の
茨
城
オ
ー
ル
県
南

準
々
決
勝
は
惜
敗

と
の
準
々
決
勝
に
は
Ｏ
対
Ｉ
で

敗
れ
た
が
、
過
去
２
回
越
え
ら

れ
な
か
っ
た
初
戦
の
壁
を
突
破

し
、
同
部
の
新
た
な
歴
史
を
つ

く
っ
た
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
団
結

剔
戦
、

ｉ

を
背
に
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
清
水
投
手
（
１
２
日
）

浜
中
が
３
対
―
で
リ

ー
ド
し
て
い
た
５
回

表
、
１
点
差
に
迫
ら

れ
、
な
お
２
死
３
累

の
ピ
ン
チ
で
チ
ー
ム

に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

襲
っ
た
。
こ
れ
ま
で

好
投
し
て
い
た
清
水

凪
投
石
が
左
脚
を
つ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

倒
れ
込
み
降
板
。
し

か
し
、
チ
ー
ム
は
こ

の
逆
境
に
Ｉ
つ
と
な

り
後
を
受
け
た
長
沼

蒼
人
投
手
が
後
続
を

晋
・
篆
訃
回
・
旨
）
で
送
る
。

申
込
書
は
区
役
所
の
ほ
か
、
地

区
セ
ン
タ
ー
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な

ど
で
も
配
布
し
て
い
る
。
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
。
９
月
４
日
㈲
当

日
消
印
有
効
。

　
問
合
せ
は
企
画
調
整
係
四
〇

４
５

７
５
０

２
３
３
１

へ

際
、
意
外
と
実
践
す
る
人
が
少

な
い
「
相
見
積
り
」
に
っ
い
て
「
最

低
で
も
３
社
以
上
か
ら
取
り
寄

せ
る
心
が
鉄
則
で
す
よ
／
」
と

推
奨
す
る
同
社
が
教
え
る
「
比

較
７
ポ
イ
ン
ト
」
（
表
）
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
こ
９
冊
。

　
無
料
送
付
を
希
望
す
る
人
は

圖
ま
で
お
気
軽
に
。
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抑
え
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
た
。

６
回
裏
に
は
田
漣
慎
之
佑
主
将

の
Ｉ
．
塁
打
で
加
点
し
５
対
３
で

全
国
初
勝
利
を
あ
げ
た
。

応
援
団
が
李
皿
ヱ
げ

　
地
元
開
催
と
あ
っ
て
、
ス
タ

ン
ド
に
は
肖
い
シ
ャ
ツ
を
着
た

生
徒
や
父
兄
、
Ｏ
Ｂ
が
大
応
援

団
を
結
成
。
試
合
終
ｒ
後
に
は

ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
拍
手
が

選
手
に
送
ら
れ
、
と
も
に
初
勝

利
を
喜
ん
だ
。

　
続
く
１
２
日
心
準
々
決
勝
で

は
、
初
戦
途
中
降
板
し
た
清
水

投
手
が
好
投
。
野
手
陣
が
盛
り

た
て
、
緊
迫
し
た
投
手
戦
に
。

お
互
い
無
得
点
で
迎
え
た
６
回

表
２
死
Ｉ
、
２
累
、
シ
ョ
ー
ト

諮
打
球
が
セ
ン
タ
ー
に
抜
け

先
取
点
を
許
し
こ
れ
が
決
勝
点

に
。
準
々
決
勝
で
敗
退
と
な
っ

た
。

　
清
水
投
手
は
２
・
試
合
を
振
り

返
り
「
ピ
ン
チ
の
場
。
血
で
は
ス

タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
声
援
を
送

っ
て
も
ら

い
力
に
な
っ
た
。
負

け
て
し
ま
っ
て
悔
し
い
が
力
は

出
し
切
れ
た
」
と
話
し
た
。

　
初
心
全
国
１
勝
を
あ
げ
た
福

元
博
紀
監
督
は
「
目
標
は
全
国

制
覇
だ
っ
た
の
で
、
達
成
で
き

ず
悔
し
い
が
、
特
に
３
年
生
は

背
中
で
後
輩
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
た
。
３
年
生
が
残
し
た
も
の

を
、
伝
統
と
し
て
後
輩
た
ち
が

引返
き
継
い
で
ほ
し
い
」
と
振
り

っ
た
。

一
国
制
覇
宕
作
、

寮

　
試
合
終
了
後
に
は
、
選
手
が

父
兄
ら
に
あ
い
さ
っ
す
る
場
面

も
。
３
年
生
が
一
人
ず
つ
、
２

年
半
を
振
り
返
り
涙
な
が
ら
に

感
謝
の
言
葉
を
述
ぺ
た
。

　
田
洛
主
将
は
「
１
勝
は
で
き

た
が
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ず
に
悔
し
さ
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
僕
た
ち
は
今
日
引

退
す
る
が
、
全
国
制
覇
心
目
標

は
後
輩
に
託
し
た
い
」
と
涙
を

流
し
な
が
ら
話
し
た
。

広
告
・

一一

●g1 ｜
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｜

｜

｜
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１

１

１

１

Ｗ
一

＝

将
来
の
蓼

　
　
　
軍
手
に
な
り
た
い
で

萱
０

図

４
５

２
２

ﾄﾞﾌﾞ
７
・
″
コ

す

断裁処分して，

(約1メガ)設

ご応募頂いた個人情報は目的以外に使用せず使用後･l

いまｔ携帯電話で撮影される場合は､画素数を大きくi

定して下さい。

０
５

　１

　１

　１

　１

φ一 一
－＝

‐
－

Ｏ
磯
子
区
編
集
室
へ

集否恋羅栗吸
＝
ｄ衷侶

－一辰眼

記
事
の
お
問

い
合
わ
せ
は

警
蚕
け
る
Ｉ
Ｗ
Ｉ
蓉
皿
レ
ご
’
ジ

浜
中
生
か
通
う
個
別
指
導
塾

　
杉
田
小
学
校
、
浜
中
学
校
生

か
通
い
、
「
本
物
の
個
別
指
導
」

を
実
践
し
て
い
る
早
稲
田
育
英

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
杉
田
教
室
は
、
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

英
文
ｔ
と
英
会
話
を
組
合
せ

　
同
教
室
で
は
、
「
英
文
法
学

芦
と
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
会
話
」

を
組
み
合
わ
せ
た
、
新
し
い
総

合
英
語
の
コ
ー
ス
を
開
設
。
ま

ず
、
新
学
習
指
導
要
領
に
合
わ

せ
た
最
新
心
Ｅ
－
ラ
ー
ニ
ン
グ

教
材
「
す
ら
ら
」
で
学
習
。
生

徒
の
理
解
度
に
合
っ
た
ド
リ
ル

で
文
法
力
、
作
文
力
な
ど
の
基

礎
を
身
に
付
け
る
。
英
文
が
全

て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
で
聞
け

る
の
で
リ
ス
ニ
ン
グ
カ
も
鍛
え

ら
れ
る
。

　
完
全
担
任
制
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

英
会
話
授
業
で
は
、
外
国
人
担

任
講
師
と
ス
カ
イ
プ
を
使
っ
た

マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
・
レ
ッ
ス

ン
を
実
施
。
す
ら
ら
と
連
動
し

た
授
業
を
行
う
た
め
、
習
熟
度

e

藤井教室長

7rｦﾓFI

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
6
9

２
０
１
５
年
（

3000円
　初回十週1回

　　(計５回)

　　1回60分

豪初回ﾚｯｽﾝはすらら学Iのみ

m

;;

￥

一

に
合
わ
せ
た
レ
ッ
ス
ン
を
可
能

に
し
て
い
る
。
希
望
に
よ
り
英

検
の
２
次
試
験
対
策
授
業
も
受

け
ら
れ
る
。

個
人
の
学
習
目
標
を
設
定

　
同
塾
は
月
に
一
度
、
塾
長
と

相
談
し
生
徒
ら
に
合
わ
せ
た
学

習
目
標
を
設
定
す
る
。
問
題
を

解
く
こ
と
で
小
さ
な
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
自
信
を
っ
け
さ
せ

る
た
め
だ
。
授
業
も
生
徒
に
合

わ
せ
て
進
め
る
た
め
、
い
っ
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
る
心
が
特

徴
。
「
勉
強
の
進
め
方
が
わ
か

ら
ず
悩
ん
で
い
る
人
は
ぜ
ひ
体

験
会
に
」
と
藤
井
教
室
長
。

一華●田W莫ゼミナール

　　　　　　杉田教室

S045-367-B814
－一一　　－

　　越田Ｓ-１１-ＩＳ
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｀
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．
瓦
１
一
言
・
鮒
Ｅ

大
切
な
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ご
供
養
は

タ
ｉ
Ｍ
尤
き
に
て
ｌ
ｖ
７
、
び
Ｉ
‘
一
‘
Ｍ
ｔ
ｚ
ｒ

い
も
行
わ
れ
た
。

ｃ
Ｕ
ｐ
１
咆
右
句
ε
ノ
在
器
４

海
外
に
派
遣
し
、
同
時
に
海
外

‐
‐
・
・
・
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
・
ｉ
‐
・
‐
‐
・
・
・
‐
‐
・
‐
・
・
‐
‐
‐
‐
・
Ｉ
・
‐
‐
‐
・
‐
‐
・
・
‐
‐
・
‐
・
・
‐
‐
‐
一

か
ら
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

思
い
出
心
品
や
形
見
な
ど
、

―
「
ノ
ｔ
ｆ
心
―
。
ノ
月
ｉ
ｉ
’
λ
ｙ
Ｌ
｀
く
’
べ
Ｉ
ｄ
／
Ｕ
‐
。
ｆ
｀
ｔ
Ｊ
ｉ
よ
Ｆ
ｉ
　
　
一
燃
え
る
物
な
ら
何
で
も
供
養
が

ダ
ビ
ア
萱
ビ
″
グ
人
形
供
養
祭
謀
・
ご
こ
白
孚

り
昌
日
家
Ｉ
ダ
ビ
ア
ス
リ
ビ
ン
グ

壮
行
釘
紅
鴇

・
　
子
ど
も
の
頃
に
買
っ
て
も
や
歩
３
分
）
で
は
、
「
思
い
出
深
い

一
っ
た
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
一
人
形
を
た
だ
捨
て
る
の
は
忍
び

一
は
、
引
っ
越
し
や
模
様
替
え
、
一
な
い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
『
人

一
大
掃
除
を
き
っ
か
け
に
処
分
し
一
形
供
養
懸
を
９
月
１
２
日
出
に

み
て
は
。
　
　
　
　
　
‐
‐

　
当
日
は
葬
儀
会
社
、
司
法
書
一

上
、
お
墓
の
プ
ロ
に
よ
る
無
料

個
別
相
談
会
も
同
時
開
催
さ
れ

　
今
回
の
留
学
Ｆ
定
派
遣
先

は
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ

び
。
彩
＆
ち
ｒ
。
む
Ｆ
ｊ
Ｅ
Ｆ

　
申
し
込
み
に
は
学
校
長
と
最

寄
り
の
Ｒ
Ｃ
の
推
薦
が
必
要
。

詳
細
は
、
第
２
５
９
０
地
区
ガ

バ
ナ
ー
事
拐
所
四
〇
４
５
・
６

５
０
・
２
５
９
０
．

弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

一
よ
う
と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
一
問
催
。
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
。
一
る
。
時
間
は
午
氾
時
か
ら
８
一
（
公
社
）
神
奈
川
県
宅
地
建

捨
て
ら
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
。

　
き
め
絹
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

参
加
無
料
で
、
―
人
智
ッ
ト
ー
時
ま
で
。
事
前
予
約
制
の
た
め
、

ル
袋
程
度
ま
で
受
け
付
け
る
。
一
希
望
時
間
を
左
記
ま
で
電
話
で

　
同
社
担
当
者
は
、
「
大
咀
に
Ｉ
伝
え
る
。

丁
っ
葬
儀
場
と
し
て
定
評
の
あ
三
し
て
い
た
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み

　
家
族
倅
専
用
式
場
ダ
ビ
ア
ス
リ
に
は
、
人
の
気
持
ち
が
宿
る
と

-一

ビ
ン
グ
磯
子
子
Ｒ
磯
．
ｒ
訳
註
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
様

がりとした供養が行われる葬儀場ならではのしっ

同
様
に
、
感
謝
の
気
持

ち
や
お
別
れ
の
Ｉ
．
一
一
‥
葉
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
し

・
っ
か
り
と
し
た
ご
供
養

を
」
と
話
し
て
い
る
。

当
目
は
僧
侶
に
よ
る
読

経
も
行
わ
れ
る
た
め
、

「
形
だ
け
で
は
な
い
供

養
が
で
き
る
」
と
心
声

も
聞
か
れ
る
。

町
■● i｀ -CJ ljl･・97‘－〃=¶
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冶旨応諾昆？”

物
取
引
業
協
会
横
浜
南
部
支
部

主
催
／
宅
建
協
会
一

記
」
「
境
界
」
「
測
星
」
な
ど
？

各
種
相
談
に
対
応
す
る
。

は
、
弁
護
士
と
上
地
家
屋
調
査
一
　
両
相
談
会
と
も
１
月
と
８
月

士
に
よ
る
不
動
恋
心
予
約
制
無

料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
は

「
賃
貸
」
「
売
買
≒
契
約
」
「
相
続
」

「
借
地
」
な
ど
法
律
関
係
に
っ
い

て
答
え
る
。
万
、
土
地
家
屋

調
査
士
に
よ
る
相
議
会
は
「
登１£

を
除
い
て
原
則
毎
月
第
２
火
曜
’

目
窄
後
１
混
分
か
ら
ａ
ヤ

習
ま
で
実
施
（
相
談
時
間
Ｉ

件
３
０
分
）
。
申
込
は
友
記
ま
で
。

横
浜
南
部
支
部
・
港
南
区
上
大

岡
西
１
の
１
２
の
２
パ
ル
ポ
ー
ト

上
大
岡
３
階
（
上
大
岡
駅
３
分
）

　小木正和　　丸山彰

　弁護士　土地家屋調査士

l"゛･19月８日(火)

●l■310月13日(火)

【開催時間】1時30分~4時30分

ｈき

一 一 一

- 一 - - - 一 一 一

汽
口
ｑ
大
社
怒
４
騨
Ｉ
。
１
ｔ
尹

　
１
４
日
に
は
神
社
で
神
事
の
後
、

御
方
代
を
人
神
輿
に
移
し
て
下

山
。
担
ぎ
ｒ
の
森
睦
な
ど
が
大

Ｉ
ｙ
尹
一
１
！
ま
、
ｊ
９
も
ｎ
す
ｔ
口
耳
ｌ
こ

合
わ
せ
計
８
基
が
氏
Ｔ
地
区
を

渡
御
。
人
々
の
安
寧
を
祈
念
し

た
。
２
口
間
と
も
横
浜
市
無
形

Ｆ
右
ぶ
引
罫
必
ｌ
巨
石
＆
４
ｆ
日

囃
子
森
保
存
会
の
お
囃
子
も
あ

り
、
賑
や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

　
宮
司
の
松
本
小
寿
恵
さ
ん
は

匯
臼
ｕ
図
示

大
神
輿
を
支
え
、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

プレミアム

　商品券

急
傾
斜
の
石
段
を
下
る
担
ぎ
手

利
用
開
始
で
セ
レ
モ
ニ
ー

実
行
委
、
消
費
喚
起
に
期
待

　
『
よ
こ
は
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商

昂
券
』
の
引
換
販
売
お
よ
び
利

用
開
始
を
記
念
し
て
８
月
２
１

日
、
西
区
の
マ
ー
ク
イ
ズ
み
な

と
み
ら
い
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
発
行
者

の
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
渡
辺
巧
教
副
市
長
を
は
じ

め
、
経
済
局
や
巾
商
店
街
総
連

Ｑ
バ
、
商
。
ト
公
議
所
の
関
係
昔

ら
が
出
席
し
引
換
販
売
を
祝
っ

た
。
商
品
券
の
利
用
期
間
鴎
一

月
３
１
日
ま
で
。

　
式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

渡
辺
実
行
委
員
長
は
「
今
回
の

商
品
券
は
約
１
１
５
億
円
で
大

阪
市
に
次
ぐ
全
国
２
番
目
の
規

模
。
市
内
約
１
万
店
舗
で
利
用

が
可
能
で
す
」
と
市
内
の
消
費

喚
起
に
期
待
感
を
示
し
た
。

テ
ー
ブ
カ
ヴ
ト
す
る
渡
辺
委
員
長
ら
（
右
か
ら
２
番
目
）

i
l
1
1
1
1
‐
4
1
1
1
1
1
‐
l
l
l
l
l
i
‐
1
1
1
1
＼

　
式
典
で
は
、
当
選
者

代
表
と
し
て
み
な
と
み

ら
い
在
住
の
新
庄
夫
妻

が
招
待
さ
れ
た
。
夫
の

梁
さ
ん
（
６
７
）
は
「
経

済
活
性
化
の
一
助
に
な
れ

ば
」
と
２
万
円
分
を
応

募
し
当
選
。
妻
の
洋
笑

さ
ん
（
６
８
）
は
「
日
用

品
購
入
に
使
い
た
い
。
２

割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

　
マ
ー
ク
イ
ズ
で
は
２
１
日

か
ら
３
日
間
、
商
品
券
参

1
‐
4
l
l
l
l
l
‐
1
1
1
1
1
1

家
庭
で
簡
単
イ
タ
リ
ア
ン

屏
風
ヶ
浦
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

　
屏
風
ヶ
浦
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

で
１
０
月
Ｉ
口
午
前
１
０
時
か
ら
午

後
１
時
ま
で
、
家
庭
で
手
軽
に

作
れ
る
イ
タ
リ
ア
料
理
心
教
室

が
開
か
れ
る
。
今
回
は
［
ナ
ポ

リ
タ
ン
・
カ
ツ
レ
ツ
］
に
挑
戦

す
る
。
参
加
費
８
０
０
円
。

　
申
し
込
み
は
９
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
。
定
員
1
0
人
（
応
募

多
数
心
場
へ
［
は
抽
選
］
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

四
〇
４
５
・
７
５
０
・
５
４
１
１
．

無
事
に
終
わ
っ
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
、
「
老
若
男

女
が
集
ま
る
ま
ち
の
お
祭

り
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く

よ
う
に
今
後
も
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

加
店
舗
に
よ
る
「
よ
こ
は
ま
物

産
展
」
も
開
催
。
火
山
活
動
心

影
響
を
受
け
て
い
る
箱
根
応
援

ブ
ー
ス
と
し
て
箱
根
町
心
特
別

出
店
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
た
。

　
２
次
応
募
の
可
能
性
も

　
よ
こ
は
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
発
行
総
晶
万
冊
。
Ｉ
冊

１
万
円
で
２
千
円
相
当
の
割
り

増
し
分
か
付
く
。
約
２
１
万
３
千

人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
当
選
者

数
は
汽
一
万
４
千
人
、
当
選
倍

率
は
１
・
３
８
倍
だ
っ
た
。
経

済
局
で
は
「
引
換
さ
れ
ず
商
品

券
が
残
っ
た
場
合
は
、
２
次
応

募
も
検
討
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
つ
Ｉ
／
ノ
‘

　
浜
中
野
球
部
の
全
国
大
会
を

取
材
し
た
。
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
と
書

か
れ
た
青
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
父

兄
や
Ｏ
Ｂ
が
応
援
席
を
青
一
色

に
し
、
選
手
に
声
援
を
送
る
姿

を
記
者
席
か
ら
見
て
、
浜
中
野

球
部
が
多
く
の
地
域
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
環
境

S
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＆
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後
に
は
、
解
散
式
が
行
わ
れ
３
・

年
生
が
一
人
ず
つ
父
兄
に
感
謝
一

９
一
。
量
を
述
べ
る
場
『
向
か
あ
っ

た
。
涙
な
が
ら
に
「
２
年
半
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

話
す
３
年
生
を
見
て
、
私
も
泣

き
そ
う
に
な
っ
た
。
野
球
部
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
て
忘
れ
な
れ

な
い
夏
に
な
っ
た
。
　
（
坂
）

バ
ー
バ
ー
バ
ー
に
初
登
場
一

新
生
ピ
ア
ノ
マ
ン
木
下
さ
ん
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
１
７
歳
か
ら
プ
ロ
の
シ
ン
ガ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
盲
目
の

ピ
ア
ノ
マ
ン
、
木
下
航
志
さ
ん

＝
写
真
＝
が
９
月
９
日
喇
、
中

区
関
内
の
ジ
ャ
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｂ
ａ
ｒ
Ｂ
ａ
ｒ
Ｂ
ａ
ｒ
」
に
初

め
て
出
演
す
る
。

　
サ
ッ
ク
ス
に
西
口
明
宏
さ
ん
、

ベ
ー
ス
中
林
薫
平
さ
ん
、
ド
ラ

ム
桃
井
裕
範
さ
ん
と
気
鋭
の
ジ

ャ
ズ
メ
ン
た
ち
と
の
共
演
。

　
木
下
さ
ん
は
、
１
９
８
９
年

鹿
児
島
生
ま
れ
。
５
歳
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
始
め
た
。
今
で
は
和

製
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
ワ
ン
ダ
ー
の

異
名
を
持
ち
、
圧
倒
的
な
歌
唱

力
で
ジ
ャ
ズ
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
紡
ぐ
。
出
演
は
午

後
７
時

で
と
９
一

時30
弓9分

か
ら
８
時
智
ま

分
か
ら
１
０
時
４
５
分

ま
で
の
２
回
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ジ
と
テ
ー
ブ
ル

チ
ャ
ー
ジ
３
５
０
０

円
税
別
。
ｎ
約
は

同
店
四
〇
４
５
・
６

６
２
・
０
４
９
３
．

が山
　ク
　ル
　マ

　何

ｌでlyも

ヴ質ｉ問

堕箱

　
ｑ
雨
天
心
ス
リ
ツ
ブ
事
故

を
防
止
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん

て
す
か
？

　
Ａ
．
雨
で
濡
れ
た
路
面
は
、

予
想
以
上
に
滑
り
や
す
く
な
っ

で
い
ま
す
。
雨
の
降
り
始
め
は
、

路
面
に
ホ
コ
リ
や
泥
な
ど
が
浮

き
上
が
り
、
滑
り
や
す
く
な
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
と
く
に
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
二
同
速

酒
路
な
ど
、
走
行
速
度
が
高
い

状
況
で
は
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ

ン
グ
現
象
が
起
こ
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
八
イ
ド
ロ
プ
レ

ー
ニ
ン
グ
現
象
と
は
、
水
の
た

ま
っ
た
道
路
を
高
速
で
走
行
し

で
い
る
と
、
タ
イ
ヤ
と
路
面
と

の
間
に
水
の
膜
が
で
き
、
タ
イ
は
制
動
距
離
も
長
く
な
る
傾
向

ヤ
が
水
の
上
を
滑
走
す
る
現
象
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注

で
す
。
こ
の
状
態
で
は
ス
テ
ア
懲
が
必
要
で
す
。

リ
ン
グ
操
作
や
ブ
レ
ー
キ
が
効
　
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
ら
出
し
過

か
な
く
な
る
た
め
、
ク
ル
マ
を
き
に
よ
っ
て
力
－
ブ
で
起
き
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
ス
リ
ッ
プ
も
非
常
に
多
く
な
っ

き
な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
で
い
ま
す
が
、
雨
の
日
は
カ
ー

　
そ
れ
を
防
ぐ
方
法
は
、
ス
ピ
ブ
ば
か
り
で
は
な
く
、
直
線
で

ー
ド
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
も
ス
リ
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
あ

速
度
を
控
え
た
運
転
を
心
が
け
り
ま
す
。
雨
の
日
に
安
全
に
走

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
雨
天
時
は
、
行
す
る
に
は
、
い
つ
も
以
上
に
、

い
つ
も
よ
り
も
車
間
距
離
を
広
状
況
に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
詞

く
す
る
こ
と
が
悉
石
す
。
前
整
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

車
が
減
速
し
た
と
き
に
、
晴
天
　
※
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

時
の
感
覚
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
Ｆ
）
神
奈
川
M
S
=
神
奈
川
区

と
ス
リ
ッ
ブ
す
る
危
険
性
が
あ
＝
協
力
。
本
文
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
心
ホ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
雨
の
日
－
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
。

｜

　‘磯子区環境を考え，

全弘氏（洋光台在
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第26回ｼﾞｬｰｼﾞｬｰと鴫き冑い卵を守る『ｺﾑｸﾄﾞﾘ』　　和田

　【体長19㎝】フィリッピン･ポルネオ島方面から本州巾部a

渡来･繁殖するＩ鳥｡関東では山地に多く､例として氷蔵沢it

森､峰市民の森､久良岐公園等に多くみられるが､人里近くて

られまｔ判こ木の梢や枝先芒行動し､繁殖期には昆虫やり=ﾓ

疸し､サりうなどの果実も採血しまｔ秋はミズキなど小粒α

を好ん?y血ぺまｔ漉りの時は群れで､時には大群となりま１

　樹洞､人家のすき間､巣箱などに営巣し､青い卵を産みま

に人か近づくと､ジャージャーと咄きー或しまｔ

コ
ム
ク
ド
リ
の
雄

　
－
磯
ｆ
区
心
防
災
へ
の
取

組
に
っ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
区
政
運
営
方
針
の
柱
の
一
つ

に
『
防
災
へ
心
取
岬
を
挙
げ

屯
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。
事

業
と
し
て
『
安
全
・
安
心
マ
ッ

プ
作
成
』
を
行
っ
て
お
り
、
自

治
会
町
内
会
ご
と
に
災
害
時
心

際
心
避
難
経
路
を
記
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
に
実
際
に
歩

い
て
頂
き
作
成
す
る
も
の
で
、

今
年
は
１
８
心
自
治
会
町
内
会
で

取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

来
年
以
降
も
さ
ら
に
多
く
９
目

治
会
町
内
会
に
参
加
し
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
－
昨
年
市
内
で
崖
崩
れ
に

関
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
巾
で
は
昨
年
起
き
た
緑
区

　くちぱしと足は黒く､雄は赤い娠に黒い闘､錐は淡黄褐色の体〔ムクドリはやや大きくて

色､顔一腰･尾の先が白く､くちぱしと足は檀色〕が特徴一双

　地喩きはキュリキュルリフ!､さえずりはピューイキュルキュルピューイ一双

このコ一ナ一では

定翔的に.区政につ

いこ区長に胴って

頂きます．

で
の
事
故
を
教
訓
に
、
崖
防
災

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
建
築

局
が
中
心
と
な
り
崖
の
危
険
度

を
調
査
し
、
磯
子
区
内
で
は
９

ヵ
所
が
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
周
辺
の
方
々
に
は

周
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

心
地
域
に
限
ら
ず
、
危
険
を
感

じ
た
ら
『
す
ぐ
に
逃
げ
て
ほ
し

い
』
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」

　
－
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
防
災
へ
り
意
識
を
高
め
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々

に
地
域
心
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

で
防
災
知
識
が
得
ら
れ
、
い
ざ

と
い
う
時
に
役
立
ち
ま
す
」

一
磯
子
区
長
小
林
正
幸
さ
ん

｛
一
一
＆

ｌ
　
　
　
　
　
　
ａ
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|｢今どきの子育て~子冑てを地域で支えよう｣

　日時:9月17日(米)

　　午前10時～11時半

会場:いそビヨ内

定員:先着30人

　　　問･応援隊事務局|

昔０４５・７５０・１４０５

｜



■
磯
子
区
版
／
ｋ
3
6
9
２
０
１
５
年
（
平
成
2
7
年
）
８
月
2
7
日
南
号

｜

９
組
が
ス
テ
ー
ジ
で
熱
演

洋
光
台
で
初
の
ダ
ン
ス
祭
典

　
サ
ン
モ
ー
ル
洋
光
台
駅
前
広

場
呉
竹
、
同
地
区
初
と
な
る

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
横
浜
夏
休

み
ダ
ン
ス
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

９
組
の
団
体
が
ス
テ
ー
ジ
で
熱

演
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
巾
が
開

l
l
l
l
l
l
‐
|
|
|
|
l
l
‐
1
1
1
1
1
＼

催
し
て
い
る
「
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
＠
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
１
５
」
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
。

当
日
は
、
金
沢
高
校
ダ
ン
ス
部

「
Ｚ
・
Ｉ
Ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
」
や
中
学
生

グ
ル
ー
プ
「
Ｖ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｒ

「
失
敗
し
な
い
お
墓
づ
く
り
」

　
「
ゆ
き
げ
」
が
冊
子
を
無
料
送
付

　
「
宍
粟
担
当
者
の
。
ｄ
わ
れ
る

ま
ま
に
し
た
ら
、
思
い
通
り
の

お
墓
に
な
ら
な
か
っ
た
」
「
ど
心

よ
う
に
石
材
店
を
選
べ
ば
良
い

か
わ
か
ら
な
い
」
。
お
墓
は
何
度

も
建
て
替
え
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
こ
そ
、
安
心
で
き
る
石
材

店
を
選
び
た
い
。

　
そ
こ
で
、
お
墓
づ
く
り
の
問

題
を
解
決
す
る
冊
子
『
失
敗
し

の
㈱
コ
ー
プ
総
合
葬
祭
が
作

成
。
実
例
と
と
も
に
お
墓
の
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

一
冊
。
す
で
に
１
万
４
千
人
以

上
が
請
求
す
る
ほ
ど
の
評
判
と

な
っ
て
い
る
。
同
社
で
は
会
社

則
高
周
年
を
記
念
し
高
冊

ｆ
を
無
料
送
付
す
る
。

　
同
社
は
県
高
生
諺
共
闘

出
資
で
設
立
さ
れ
た
仏
事
心
ト

ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

会
社
で
利
用
者
か
ら
の
評
価
も

高
い
。
申
込
み
は
「
ゆ
き
げ
案

内
セ
ン
タ
ー
」
Ｉ
０
１
２
０
・

６
８
８
・
９
９
０
（
９
時
半
～

紅
半
）
、
ま
た
は
Ｈ
ｒ
（
討

間
受
付
）
。

【
資
登
宝
折
７
６
ｏ
８
】

若
者
支
援
を
考
え
る
機
会
に

Ｋ
２
が
「
な
り
ゆ
き
祭
」

　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど

で
悩
む
若
者
を
支
援
す
る
区
内

の
民
間
団
体
「
Ｋ
２
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
」
は
、
８

月
回
習
に
ぶ
り
ゆ
き
祭
」

を
開
催
し
た
。
同
団
体
が
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
支
援

弓
い
て
来
場
者
と
考
え
た
。

　
２
１
目
に
は
、
西
町
に
あ
る
県

薬
業
会
館
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
金
森
克

雄
代
表
は
「
一
丿
年
前
に
ス
タ
ー

ト
し
た
若
者
支
援
。
多
く
の
人

の
瓦
え
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
る
」

と
参
加
者
の
前

で
あ
い
さ
つ
。

交
流
の
あ
る
韓

国
ソ
ウ
ル
市
の

パ
ク
・
ウ
ォ
ン

ス
ン
市
長
か
ら

ビ
テ
オ
メ
ッ
セ

Ｅ
Ｗ
」
、
横
浜
平
沼
高
校
ダ
ン
ス

部
の
ほ
か
、
東
戸
塚
レ
ア
レ
ア

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
出
演

し
、
広
場
前
に
設
置
さ
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
キ
レ
の
あ
る
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
。
会
場
を
訪

れ
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声

や
拍
手
が
出
演
習
に
送
ら
れ
て

一 一

い
た
。

　
サ
ン
モ
ー
ル
洋
光
台
心
柿
木

稔
会
長
は
「
様
々
な
年
代
の
方

々
に
出
演
し
て
限
き
、
観
覧
さ

れ
た
方
に
μ
ん
で
も
ら
え
た
の

で
は
」
と
話
し
た
、

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
習
に
も
午

後
２
時
か
ら
行
わ
れ
る
。

特設ステージでダンスを披露する出演者

被
災
者
に
横
浜
の
旅
を

県
タ
ク
シ
ー
協
会
が
企
画

　
神
奈
川
県
タ
ク
シ
ー
協
会

（
伊
藤
宏
会
長
）
が
８
月
５
日
、

1
1
1
1
1
皿
|
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

し
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
放
送
人
学
副
学
長
心

宮
本
み
ち
ｆ
氏
が
「
若
者
政
策

を
提
言
す
る
」
と
題
し
た
基
調

講
演
を
実
施
日
写
真
。
お
者
支

援
が
始
ま
り
１
０
年
が
た
っ
た
現

状
を
紹
介
し
、
習
未
満
実

業
率
が
高
い
雇
用
の
問
題
や
、

学
校
教
育
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

と
社
会
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
、

支
援
が
受
け
に
く
く
な
る
と
い

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
解
決
策
と
し
て
宮
本
氏
は
、

若
者
支
援
を
一
時
的
な
も
心
で

終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
や
長
期
的

な
視
野
で
の
社
会
投
資
が
必
要

と
訴
え
た
。

　
２
２
目
に
は
、
日
本
と
韓
国
の

若
者
支
援
団
体
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
き
、
若
者
支
接
心
課
題
や

小
児
医
療
基
金
へ
の
寄
附
余
贈

堅
や
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
嘔
業
の
抽
選
会
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
８
月
５
日
の
「
タ

ク
シ
ー
の
目
」
に
合
わ
せ
て
実

施
さ
れ
た
も
の
。
同
会
で
は
Ｉ

！
｀
‐
‐
ｗ
・
｀
‐
皿
‐
‐
″
・
皿
‐
‐
｀
‐
ｗ
・
゛
‐
‐
゛
・
゛
‐
‐
・
ｗ
・
゛
‐
‐
‐
‐

磯磯子ﾌﾞｯｸｻﾛﾝ
一

て

い

｜中
学
生
と
読
書
会

題
材
本
片
手
に
活
発
な
議
論

子
図
書
館
で
活
動
を
行
っ

る
磯
子
プ
ッ
ク
サ
ロ
ン
心

メ
ン
バ
ー
が
８
月
５
日
、
市
立

雨
高
等
学
校
付
属
中
学
校
（
港

え
に
対
し
各
々
の
意
見
を
交

換
。
賛
成
派
こ
反
対
派
に
分
か

れ
て
話
す
な
ど
、
活
発
に
議
論

を
行
っ
て
い
た
。
プ
ッ
ク
サ
ロ

雨
区
）
宗
徒
と
読
否
を
槌
ン
ツ
ン
バ
ー
ら
は
「
中
学
生

っ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も

た
ち
に
本
の
読
み
方
や
、
一
冊

の
本
に
対
す
る
様
々
な
人
の
意

見
を
知
る
場
を
提
供
し
た
い
と

し
て
、
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
メ
ン

バ
ー
と
学
校
が
連
携
し
、
企
画

し
た
も
の
。

　
読
ｋ
‥
会
は
南
高
等
学
校
の
図

卜
に
、
議
論
を
深
め
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
筆
者
の
考

９
７
３
年
か
ら
交
通
遺
児
を
励

ま
す
募
金
運
動
を
行
い
、
今
年

は
「
か
な
が
わ
県
立
病
院
小
児

医
療
基
金
」
と
「
交
通
遺
児
基

金
」
に
寄
附
。
こ
れ
ま
で
心
総

額
は
１
億
円
を
超
え
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
被
災
者
支
援

の
一
環
と
し
て
、
福
島
県
南
相

馬
市
の
仮
設
住
宅
で
不
自
由
な

生
活
を
送
る
人
々
に
横
浜
を
観

Ｒ
Ｃ
が
留
学
生
募
集

米
国
な
ど
７
地
域
へ
派
遣

　
世
界
で
活
躍
で
き
る
若
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
５
９
０
地
区
（
横

浜
市
・
川
崎
市
）
が
交
換
留
学

生
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
心
取
り
組
み
は
世
界
の
Ｒ

Ｃ
が
青
少
年
育
成
事
業
の
。
つ

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

ク
ラ
プ
会
員
の
家
庭
な
ど
に
一

定
期
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
国

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
台
湾
の
７
カ

国
・
地
域
で
、
募
集
人
員
は
８
人
。

対
象
は
横
浜
市
・
川
崎
市
に
在

住
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
満
匹
］

歳
～
１
８
歳
の
日
本
国
籍
の
高
校

生
（
現
中
３
生
含
）
で
、
留
学

期
間
は
２
０
１
６
年
８
月
か
ら

１
年
間
。
往
復
心
旅
費
な
ど
は

個
人
負
担
だ
が
、
滞
在
費
・
学

費
等
は
Ｒ
Ｃ
が
負
担
。
論
文
や

際
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
一
英
・
諸
な
ど
の
選
考
試
験
（
Ｈ
月
）

い
う
プ
四
グ
ラ
ム
。
第
２
５
９
一
を
経
て
の
派
遣
と
な
る
。
応
募

一 一

の
方
が
学
び
方
を
心
得
て
い

る
」
［
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
］
と
話
し
て
い
た
。

ゝ　－

テキストについて議論を重ねる参加者たち

光
タ
ク
シ
ー
で
巡
り
、
少
し
で

も
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
を
し

て
も
ら
お
う
と
留
閃
を
招

待
。
集
ま
っ
た
４
３
８
通
の
応

募
か
ら
抽
選
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
会
長
は
「
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
京
〃
と
し
て
今
後
も

地
域
密
着
、
そ
し
て
社
会
貢
献

に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し
た
。

回ll!4な吋咽
当
選
者
を
選
ぶ
伊
藤
会
長

一】
4
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◆火災･救急件数◆(平成27年1月1日~8月lo日)

ー顧r7 ｌ ・１４件(゛芒？)

ｒｏｎ 巨

/j

11 j・4.936件(賢所)
◆磯子消防署より◆横浜市救急受診ガイドは､急な病

気やケガで病院に行くか救急車を呼ぶか迷った際､該当す回　回

る病気やケガの症状を選択して緊急度や病院受診の必要

圖

性の判断かできるサービスでｔ詳細は右記のコードでア回．‘

クセスするか｢横浜市救急受診ガイド｣でインターネット検

索をしてください。　　　　　　　　　　SyJぶS119

“ゆずっごをおもてなし

岡村公園にファン700人

　
岡
村
の
街
を
訪
れ
る
「
ゆ
ず
」

の
フ
ァ
ン
ぶ
ず
ご
ｙ
を
も

|
%
　
’
1
’

Ｘ¥4

4，

て
な
そ
う
と
、
岡
村
公
園
で
８

月
‥
１
日
か
ら
５
日
間
開
催
さ
れ

た
「
ゆ
ず
っ
こ
ま
つ
り
」
。
ゆ
ず

の
ラ
イ
ブ
で
横
浜
を
訪
れ
た
全

国
の
ゆ
ず
っ
こ
約
７
０
０
人
が

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
と
岡
村

公
園
に
足
を
運
ん
だ
。

　
園
内
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、

ゆ
ず
の
楽
曲
に
登
場
す
る
岡
村

の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
写
真

昼
や
、
磯
子
図
隋
館
が
所
蔵
す

る
ゆ
ず
に
ま
っ
わ
る
本
の
展
示

を
実
施
。
ゆ
ず
っ
こ
が
展
示
物

を
見
学
す
る
姿
や
、
用
意
さ
れ

た
短
冊
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

込
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た

ゆ
ず
っ
こ
は
「
写
真
や
雑
誌
な

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内
の
展
示
を
見
学
す
る
ゆ
ず
っ
こ
た
ち

ど
を
見
ら
れ

て
嬉
し
い
。

ま
た
横
浜
で

ラ
イ
ブ
が
あ

る
の
で
、
そ

心
時
に
も
ぜ

ひ
開
催
し
て

ほ
し
い
」
と

話
し
て
い

た
。

｀
‐
Ｗ
・
｀
‐
‐
‐
｀
Ｗ
・
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‐
Ｗ
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｀
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｀
Ｗ
‐

例
大
祭
で
神
輿
渡
御

　
森
浅
間
神
社
で
８
月
１
４
日
、

１
５
日
に
例
大
祭
が
挙
行
さ
れ
、

大
神
輿
を
始
め
、
多
く
の
神
輿

森
浅
間
神
社

神
輿
を
台
に
乗
せ
、
２
０
０
段

近
い
石
段
を
滑
ら
せ
る
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
下
ろ
し
、
待
機
し
て

元気に神輿を担ぐ子どもたち

祠
磯子駅前地区合同盆踊大会

　森東小学佼を会場に、

　太鼓にあわせ踊りが披露察れた

あ
っ
と
ほ
Ｉ
む

ｉ

ｉ
―

:1111

＼
杉
田
ま
っ
り

／

／゛

杉
田
小
学
校
Ｍ
Ｄ
Ｓ
金
管
バ
ン
ド
に
ぶ
Ｓ

商
店
街
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
ほ
帥
、

プ
ラ
ラ
専
門
店
会
の
広
場
ず
ぱ
合
判
の
披
露
も
あ
っ
た

で
プ
レ
ー
す
る
選
手
が
う
ら
や

｜

)会

主)

北に

民の

も見

を捕

果実

r｡巣

灰褐
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